
保
育
所
（
園
）

○
依
那
古
保
育
所
と
依
那
古
第
２
保
育
所

の
統
合
・
民
営
化
（
４
月
開
所
）

学
校
教
育

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
よ

う
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
大
切
に
し
、

学
力
の
保
障
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

○
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用

し
た
学
習
の
推
進
。

○
教
育
用
冊
子
「
伊
賀
の
こ
と
」
を
活
用

し
た
、
郷
土
へ
の
愛
着
や
誇
り
な
ど
を

育
む
教
育
の
推
進
。

○
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
や
、
特

別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
、

夢
や
希
望
を
叶
え
ら
れ
る
力
の
育
成
。

○
小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
に
向
け

た
検
討
。

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

　
各
小
中
学
校
、
桃
青
の
丘
幼
稚
園
に
学

校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
学
校
（
園
）、

家
庭
、
地
域
に
よ
る
一
体
的
な
取
り
組
み

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
を
進
め

ま
す
。

学
校
施
設

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
、
耐
震
化
な
ど
の
機
能
向

上
や
、
施
設
を
適
切
に
維
持
管
理
す
る
た

め
の
長
寿
命
化
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
療
体
制
の
維
持
や

危
機
管
理
体
制
の
充
実
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
の
確
立
は
一
刻
を
争
う
課
題
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
を
円
滑
に
行
う
た
め
、

２
月
に
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
課
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
３
月
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
、
ワ
ク
チ
ン
無
料
接
種
券
を
高

齢
者
か
ら
順
次
発
送
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
福
祉
「
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て
」

　
伊
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
地
域
福
祉

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
地
域
づ

く
り
を
支
援
す
る
な
ど
、
国
に
先
ん
じ
て

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
し

た
。

　

４
月
か
ら
は
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
・

子
育
て
世
帯
・
生
活
困
窮
者
の
支
援
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
充
実
を
図

り
、
世
代
や
分
野
を
越
え
て
「
丸
ご
と
」

つ
な
が
る
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

「
コ
ロ
ナ
差
別
」
の
解
消

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

者
や
そ
の
家
族
、
医
療
従
事
者
な
ど
へ
の

差
別
や
人
権
侵
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
闘
う
べ
き
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
り
、

な
く
す
べ
き
は
差
別
で
あ
る
こ
と
」
や
、

「
人
権
問
題
は
他
人
事
で
は
な
く
、
一
人

ひ
と
り
の
大
切
な
問
題
で
あ
る
こ
と
」
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ワクチン接種の案内

こ
ど
も

く
ら
し

改築支援を行った私立みどり第二保育園園舎

▶各学校に導入さ
れるタブレット
端末

◀ 教育用冊子
　「伊賀のこと」

　
市
民
、
地

域
、
企
業
な

ど
が
力
を
合

わ
せ
て
、
コ

ロ
ナ
禍
と
い

う
難
局
を
乗

り
越
え
て
い

く
た
め
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に

重
点
を
置
き
、
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
長
就
任
３
期
目
は
、「
第
２

次
伊
賀
市
総
合
計
画
」
の
総
仕
上
げ
の
期

間
で
も
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
、
私
が
掲
げ
た

「
こ
ど
も
、
く
ら
し
、
に
ぎ
わ
い
。」
の
施

策
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、皆
さ
ん
と
共
に
、

「
コ
ロ
ナ
の
先
の
伊
賀
づ
く
り
」
に
向
け
、

着
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
「
こ
ど

も
、
く
ら
し
、
に
ぎ
わ
い
。」
の
視
点
を

持
ち
つ
つ
、
市
民
の
生
命
や
暮
ら
し
を
守

る
た
め
の
予
算
と
し
ま
し
た
。

＊
１　

情
報
社
会
（Society4.0

）
に

続
く
、最
新
の
科
学
技
術
を
活
用
し
て
、

経
済
の
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解
決
を

両
立
す
る
、
未
来
社
会
の
姿
。

＊
２　
２
０
１
５
年
に
国
連
が
、
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
社

会
を
め
ざ
し
て
、

環
境
の
保
全
、
経

済
の
開
発
、
社
会

の
発
展
に
取
り
組

む
こ
と
を
定
め

た
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
め
ざ
す
べ

き
国
際
的
目
標
。

令和３年度
施政および予算編成方針

　２月 10日㈬、令和３年第１回伊賀市議会定例会の開会にあたり、岡本市長が施政およ
び予算編成方針を述べました。

「
第
２
次
伊
賀
市
総
合
計
画
」

の
総
仕
上
げ

「
コ
ロ
ナ
の
先
の
未
来
・

元
気
づ
く
り
」
予
算

○ S
ソ サ エ テ ィ
ociety5.0＊１

○ S
エスディージーズ
DGs＊２

　（持続可能な開発目標）

○新型コロナウイルス感
染症などの新たな危機

３つの課題
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保
育
所
（
園
）

○
依
那
古
保
育
所
と
依
那
古
第
２
保
育
所

の
統
合
・
民
営
化
（
４
月
開
所
）

学
校
教
育

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
よ

う
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
大
切
に
し
、

学
力
の
保
障
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

○
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用

し
た
学
習
の
推
進
。

○
教
育
用
冊
子
「
伊
賀
の
こ
と
」
を
活
用

し
た
、
郷
土
へ
の
愛
着
や
誇
り
な
ど
を

育
む
教
育
の
推
進
。

○
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
や
、
特

別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
、

夢
や
希
望
を
叶
え
ら
れ
る
力
の
育
成
。

○
小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
に
向
け

た
検
討
。

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

　
各
小
中
学
校
、
桃
青
の
丘
幼
稚
園
に
学

校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
学
校
（
園
）、

家
庭
、
地
域
に
よ
る
一
体
的
な
取
り
組
み

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
を
進
め

ま
す
。

学
校
施
設

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
、
耐
震
化
な
ど
の
機
能
向

上
や
、
施
設
を
適
切
に
維
持
管
理
す
る
た

め
の
長
寿
命
化
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
療
体
制
の
維
持
や

危
機
管
理
体
制
の
充
実
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
の
確
立
は
一
刻
を
争
う
課
題
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
を
円
滑
に
行
う
た
め
、

２
月
に
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
課
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
３
月
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
、
ワ
ク
チ
ン
無
料
接
種
券
を
高

齢
者
か
ら
順
次
発
送
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
福
祉
「
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て
」

　
伊
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
地
域
福
祉

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
地
域
づ

く
り
を
支
援
す
る
な
ど
、
国
に
先
ん
じ
て

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
し

た
。

　

４
月
か
ら
は
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
・

子
育
て
世
帯
・
生
活
困
窮
者
の
支
援
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
充
実
を
図

り
、
世
代
や
分
野
を
越
え
て
「
丸
ご
と
」

つ
な
が
る
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

「
コ
ロ
ナ
差
別
」
の
解
消

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

者
や
そ
の
家
族
、
医
療
従
事
者
な
ど
へ
の

差
別
や
人
権
侵
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
闘
う
べ
き
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
り
、

な
く
す
べ
き
は
差
別
で
あ
る
こ
と
」
や
、

「
人
権
問
題
は
他
人
事
で
は
な
く
、
一
人

ひ
と
り
の
大
切
な
問
題
で
あ
る
こ
と
」
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ワクチン接種の案内

こ
ど
も

く
ら
し

改築支援を行った私立みどり第二保育園園舎

▶各学校に導入さ
れるタブレット
端末

◀ 教育用冊子
　「伊賀のこと」

　
市
民
、
地

域
、
企
業
な

ど
が
力
を
合

わ
せ
て
、
コ

ロ
ナ
禍
と
い

う
難
局
を
乗

り
越
え
て
い

く
た
め
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に

重
点
を
置
き
、
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
長
就
任
３
期
目
は
、「
第
２

次
伊
賀
市
総
合
計
画
」
の
総
仕
上
げ
の
期

間
で
も
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
、
私
が
掲
げ
た

「
こ
ど
も
、
く
ら
し
、
に
ぎ
わ
い
。」
の
施

策
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、皆
さ
ん
と
共
に
、

「
コ
ロ
ナ
の
先
の
伊
賀
づ
く
り
」
に
向
け
、

着
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
「
こ
ど

も
、
く
ら
し
、
に
ぎ
わ
い
。」
の
視
点
を

持
ち
つ
つ
、
市
民
の
生
命
や
暮
ら
し
を
守

る
た
め
の
予
算
と
し
ま
し
た
。

＊
１　

情
報
社
会
（Society4.0

）
に

続
く
、最
新
の
科
学
技
術
を
活
用
し
て
、

経
済
の
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解
決
を

両
立
す
る
、
未
来
社
会
の
姿
。

＊
２　
２
０
１
５
年
に
国
連
が
、
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
社

会
を
め
ざ
し
て
、

環
境
の
保
全
、
経

済
の
開
発
、
社
会

の
発
展
に
取
り
組

む
こ
と
を
定
め

た
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
め
ざ
す
べ

き
国
際
的
目
標
。

令和３年度
施政および予算編成方針

　２月 10日㈬、令和３年第１回伊賀市議会定例会の開会にあたり、岡本市長が施政およ
び予算編成方針を述べました。

「
第
２
次
伊
賀
市
総
合
計
画
」

の
総
仕
上
げ

「
コ
ロ
ナ
の
先
の
未
来
・

元
気
づ
く
り
」
予
算

○ S
ソ サ エ テ ィ
ociety5.0＊１

○ S
エスディージーズ
DGs＊２

　（持続可能な開発目標）

○新型コロナウイルス感
染症などの新たな危機

３つの課題
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多
文
化
共
生

　
コ
ロ
ナ
禍
で
令
和
２
年
度
の
相
談
件
数

は
約
９
，５
０
０
件
と
、
令
和
元
年
度
の

２
倍
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
７
人
で
５
言
語
に
対
応
し

て
い
ま
し
た
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
っ
て
13
言
語
に
対
応
で
き
る
映
像
通
訳

と
、
３
者
間
通
話
に
よ
る
電
話
通
訳
を
導

入
し
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
３
月
に
伊
賀
市
多
文
化
共
生
セ

ン
タ
ー
を
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
４
階
に
移
転

し
ま
し
た
。
健
康
推
進
課
、
子
育
て
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
た
一
元
的
な
相
談
窓
口
と

し
て
、
さ
ら
に
利
便
性
の
向
上
を
め
ざ
し

ま
す
。

地
域
公
共
交
通
の
確
保

　
「
伊
賀
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」
の
理

念
「
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
、
ひ
と
・
地
域

が
輝
く
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
に

向
け
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通
＊
３
な
ど
の
新

た
な
交
通
手
段
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
移
動
手
段
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

＊
３　
定
時
運
行
で
は
な
く
、
利
用
者
の

必
要
に
応
じ
て
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
が

そ
の
場
所
へ
寄
っ
て
利
用
者
を
乗
せ
て

目
的
地
に
向
か
う
交
通
形
態
。

治
水
対
策
「
た
め
池
の
決
壊
防
止
」

　
地
震
や
豪
雨
に
よ
る
た
め
池
の
決
壊
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
市
内
に
あ
る

５
７
９
カ
所
の
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池

を
「
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
に
係
る
防

災
工
事
等
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
集
中
的
か

つ
計
画
的
に
整
備
を
行
い
ま
す
。

市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出

　
「
日
本
の
20
世
紀
遺
産
20
選
」
に
選
ば

れ
た
街
並
み
を
保
全
し
つ
つ
、
エ
リ
ア
の

中
心
と
な
る
上
野
公
園
か
ら
、
城
下
町
エ

リ
ア
（
忍
者
体
験
施
設
周
辺
）
を
結
ぶ
導

線
を
「
に
ぎ
わ
い
忍
者
回
廊
」
と
位
置
づ

け
、
忍
者
体
験
施
設
の
整
備
、
市
指
定
文

化
財
旧
上
野
市
庁
舎
を
は
じ
め
と
し
た
公

有
財
産
の
有
効
活
用
に
よ
る
、
市
街
地
の

に
ぎ
わ
い
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
Ｎニ

ッ

ポ

ニ

ア

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ　
Ｈホ

テ

ル

Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
伊

賀
上
野
城
下
町
は
、
３
棟
目
の
ＭミＩ
ＴタＡ

ＫケＥ
棟
が
ま
も
な
く
開
業
す
る
予
定
で

す
。
今
後
も
官
民
が
連
携
し
た
古
民
家
な

ど
を
活
用
す
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

移
住
・
定
住

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
都
市
部
で

地
方
移
住
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
の
た
め
の
通
信
環
境
整

備
の
支
援
や
、
伊
賀
流
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
利
用
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
る
な

ど
、
若
年
層
の
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
た

め
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

食
育
と
地
産
地
消
の
推
進

　
周
辺
地
域
の
活
力
向
上
に
向
け
て
、
生

産
と
消
費
を
地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
、
小
中
学
校
の
給
食
に
伊
賀

の
優
れ
た
食
材
を
取
り
入
れ
る
「
伊
賀
ス

マ
イ
ル
給
食
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
食
育
と
地
産
地
消
を
進
め
る
た

め
、
農
産
物
だ
け
で
な
く
、
伊
賀
ブ
ラ
ン

ド
に
認
定
さ
れ
て
い
る
加
工
品
の
活
用
な

ど
も
視
野
に
入
れ
、
食
を
通
じ
た
地
域
づ

く
り
の
事
業
を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

伊
賀
牛
地
域
内
一
貫肥

育
モ
デ
ル
事
業

　
乳
牛
に
黒
毛
和
牛
の
受
精
卵
を
移
植
す

る
事
業
で
種
付
け
さ
れ
た
、
最
初
の
仔
牛

が
、
４
月
頃
に
数
頭
誕
生
す
る
見
込
み
で

す
。
現
在
、
県
外
か
ら
導
入
し
て
い
る
和

牛
素
牛
を
地
域
内
で
も
生
産
で
き
る
体
制

を
整
え
、
伊
賀
牛
の
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化

を
推
進
し
ま
す
。

JR 関西本線で交通系 ICカードが利用できるよう
になりました。

に
ぎ
わ
い

　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
や
住
民
自
治
活
動
の
充
実

な
ど
の
流
れ
の
中
で
、
地
域
に
支
所
機
能

の
何
が
必
要
な
の
か
、
何
を
残
す
べ
き

か
、
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
、
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
新
し
い
仕
組
み
を
作
り

ま
す
。

※
施
政
方
針
の
全
文
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
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「
伊
賀
産
材
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

補
助
金
」
創
設

　
「
伊
賀
市
未
来
の
山
づ
く
り
協
議
会
」

に
４
つ
の
部
会
を
設
置
し
、
広
葉
樹
と
針

葉
樹
が
程
よ
く
混
生
す
る
、
針
広
混
交
林

の
モ
デ
ル
エ
リ
ア
の
整
備
や
、
木
津
川
の

上
流
域
と
下
流
域
の
住
民
が「
山
」を
テ
ー

マ
に
交
流
す
る
事
業
な
ど
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
事
業
を
本
格
的
に
推

進
す
る
た
め
、「
伊
賀
産
材
ブ
ラ
ン
ド
化

事
業
補
助
金
」
を
創
設
し
、
市
内
で
生
産

さ
れ
た
材
木
を
、
地
域
内
に
供
給
し
や
す

い
仕
組
み
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

企
業
誘
致

　
上
野
南
部
丘
陵
地
に
つ
い
て
、
大
規
模

土
地
の
所
有
権
が
移
転
さ
れ
る
見
込
み
で

す
。
こ
れ
を
機
に
産
業
用
地
開
発
が
加
速

す
る
よ
う
支
援
に
努
め
、
積
極
的
な
企
業

誘
致
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
と
、経
済
活
動
の
両
立
を
図
る
、

「
新
し
い
日
常
」
が
定
着
し
た
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
次
の
３
つ
の
課
題
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
社
会
的
な
環
境
整
備

○
新
た
な
暮
ら
し
の
ス
タ
イ
ル
の
確
立

○
新
た
な
付
加
価
値
を
生
み
出
す
消

費
・
投
資
の
促
進

＊
４　
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の
略
称
で
、「
デ
ジ
タ
ル
変
革
」
と

も
呼
ば
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

使
っ
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み

を
変
え
た
り
、
新
し
い
価
値
観
を
生

み
出
し
た
り
し
て
、
生
活
が
便
利
に

な
る
こ
と
。

【
国
の
動
向
】

　
昨
年
12
月
末
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実

現
に
向
け
た
改
革
の
基
本
方
針
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
体
に
お
け

る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
、「
デ
ジ
タ
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活
用
に
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り
、
一
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ひ
と
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ニ
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に
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サ
ー
ビ
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選
ぶ
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せ
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で
き
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社
会
〜
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一
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取
り
残
さ
な
い
、
人

に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
〜
」
と
い
う
理

念
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

○
総
務
省
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」

策
定

○
「
デ
ジ
タ
ル
庁
」
発
足
（
９
月
予
定
）

【
市
の
取
り
組
み
】

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

る
利
便
性
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

○
社
会
変
革
に
対
応
し
た
誰
も
が
参
加

で
き
る
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
構
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を
め
ざ
し
、
Ｄ
Ｘ
推
進
の
基

本
方
針
「
伊
賀
市
Ｄ
Ｘ
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
。（
２
月
）

○
全
庁
横
断
的
に
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
む
体

制
と
し
て「
デ
ジ
タ
ル
自
治
推
進
局
」

を
設
置
。（
４
月
）

○
「
伊
賀
市
Ｄ
Ｘ
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ

く
実
行
計
画
を
策
定
予
定
。

新
た
な
日
常
、
Ｄ
Ｘ
＊
４

の
推
進

　

今
あ
る
課
題
を
早
期
に
整
理
し
、

伊
賀
市
が
持
っ
て
い
る
か
け
が
え
の

な
い
資
源
を
生
か
し
、「
こ
ど
も
、

く
ら
し
、
に
ぎ
わ
い
。」
を
柱
に
市

民
の
皆
さ
ん
と
思
い
を
共
有
し
、
コ

ロ
ナ
の
先
の
伊
賀
の
元
気
づ
く
り
に

向
け
、
全
力
で
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
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多
文
化
共
生

　
コ
ロ
ナ
禍
で
令
和
２
年
度
の
相
談
件
数

は
約
９
，５
０
０
件
と
、
令
和
元
年
度
の

２
倍
を
上
回
り
ま
し
た
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こ
の
た
め
、
７
人
で
５
言
語
に
対
応
し

て
い
ま
し
た
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
っ
て
13
言
語
に
対
応
で
き
る
映
像
通
訳

と
、
３
者
間
通
話
に
よ
る
電
話
通
訳
を
導

入
し
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
３
月
に
伊
賀
市
多
文
化
共
生
セ

ン
タ
ー
を
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
４
階
に
移
転

し
ま
し
た
。
健
康
推
進
課
、
子
育
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包
括
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セ
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ー
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
た
一
元
的
な
相
談
窓
口
と

し
て
、
さ
ら
に
利
便
性
の
向
上
を
め
ざ
し

ま
す
。

地
域
公
共
交
通
の
確
保

　
「
伊
賀
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」
の
理

念
「
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
、
ひ
と
・
地
域
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輝
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交
通
ネ
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ワ
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づ
く
り
」
に

向
け
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通
＊
３
な
ど
の
新

た
な
交
通
手
段
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
移
動
手
段
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

＊
３　
定
時
運
行
で
は
な
く
、
利
用
者
の

必
要
に
応
じ
て
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
が

そ
の
場
所
へ
寄
っ
て
利
用
者
を
乗
せ
て

目
的
地
に
向
か
う
交
通
形
態
。

治
水
対
策
「
た
め
池
の
決
壊
防
止
」

　
地
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に
よ
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め
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補
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金
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し
て
、
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計
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的
に
整
備
を
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ま
す
。
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に
ぎ
わ
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創
出

　
「
日
本
の
20
世
紀
遺
産
20
選
」
に
選
ば

れ
た
街
並
み
を
保
全
し
つ
つ
、
エ
リ
ア
の

中
心
と
な
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ら
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町
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忍
者
体
験
施
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と
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め
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た
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財
産
の
有
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活
用
に
よ
る
、
市
街
地
の

に
ぎ
わ
い
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。
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な
る
こ
と
。

【
国
の
動
向
】

　
昨
年
12
月
末
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実

現
に
向
け
た
改
革
の
基
本
方
針
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
体
に
お
け

る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
、「
デ
ジ
タ

ル
の
活
用
に
よ
り
、
一
人
ひ
と
り
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
、
多
様
な
幸
せ
が
実
現
で
き

る
社
会
〜
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
人

に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
〜
」
と
い
う
理

念
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

○
総
務
省
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」

策
定

○
「
デ
ジ
タ
ル
庁
」
発
足
（
９
月
予
定
）

【
市
の
取
り
組
み
】

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

る
利
便
性
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

○
社
会
変
革
に
対
応
し
た
誰
も
が
参
加

で
き
る
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
構
築
を
め
ざ
し
、
Ｄ
Ｘ
推
進
の
基

本
方
針
「
伊
賀
市
Ｄ
Ｘ
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
。（
２
月
）

○
全
庁
横
断
的
に
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
む
体

制
と
し
て「
デ
ジ
タ
ル
自
治
推
進
局
」

を
設
置
。（
４
月
）

○
「
伊
賀
市
Ｄ
Ｘ
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ

く
実
行
計
画
を
策
定
予
定
。

新
た
な
日
常
、
Ｄ
Ｘ
＊
４

の
推
進

　

今
あ
る
課
題
を
早
期
に
整
理
し
、

伊
賀
市
が
持
っ
て
い
る
か
け
が
え
の

な
い
資
源
を
生
か
し
、「
こ
ど
も
、

く
ら
し
、
に
ぎ
わ
い
。」
を
柱
に
市

民
の
皆
さ
ん
と
思
い
を
共
有
し
、
コ

ロ
ナ
の
先
の
伊
賀
の
元
気
づ
く
り
に

向
け
、
全
力
で
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

産業用地推進エリア

ゆめぽりす伊賀
クリエイトランド

市道ゆめが丘
摺見線

支

所
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